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基本情報 地域連携・地域移行における市区町村の現状・課題

1.自治体の基本情報

〇子どもたちの活動環境について

本市では、全体の87％の生徒が部活動に

加入しており、各校で充実した活動を進めている。

しかし、団体競技を中心に十分な人数を確保

できず、活動に苦慮している現状がある。また、

小規模校が多く、各校で開設されている部活動

数に大きな差がある。今後、少子化に伴いこの

ような状況がさら加速すると予想され、将来的に

子どもたちのスポーツ・文化芸術活動に親しむた

めの環境が損なわれる可能性が高い。

〇地域団体や地域指導者の確保と

連携体制の構築

地域展開の受け皿となり得る地域団体や専

門的な知識や技術を有する地域指導者の確保

や地域団体等との連携体制を構築する必要が

ある。

〇生徒・学校・地域への理解促進について

部活動の地域展開については、生徒やその

保護者、学校、地域団体が一体となり取組を

進める必要があり、その気運の醸成に向けて

様々な方策を講じる必要がある。

面積 250.5 k㎡

人口 36,933 人

公立中学校数 ６ 校

公立中学校生徒数 1,025人

部活動数 41部活

市区町村の協

議会・検討会議

等の設置状況

設置済

市区町村の推進

計画・ガイドライン

等の策定状況

令和６年度

策定予定

「今後の米原市の中学校生徒の推移」
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運営体制・役割 年間の事業スケジュール

2.実証内容と成果

●運営体制図（市区町村における推進体制図）

●行政組織内での役割分担

◉教育委員会

〇学校教育課 ・実証事業の申請および取りまとめ。

・国、県、受け皿となる団体との連絡調整＊契約関係

・チーム会議の調整、実施

・部活動地域移行検討委員会の運営

〇スポーツ推進課 ・地域団体との連絡調整

〇生涯学習課 ・地域団体との連絡調整

令和６年４月 地域団体との連絡調整

令和６年４月 伊吹山中学校への協力依頼および協議

令和６年５月 PTA総会（周知活動）・保護者説明会

令和６年５月 実証事業の開始

令和６年６月 市内総合型スポーツクラブ等への訪問

令和６年６月 運営主体との意見交換

令和６年８月 第１回米原市部活動地域移行検討委員会

令和６年９月 部活動地域移行に関するアンケートの実施

令和６年10月 市内中学校との意見交換

令和６年10月 活動主体、運営主体との意見交換

令和６年11月 第2回米原市部活動地域移行検討委員会

令和６年12月
米原市総合型スポーツクラブ連絡協議会への
参加

令和７年１月 第３回米原市部活動地域移行検討委員会

令和７年２月 第４回米原市部活動地域移行検討委員会

令和７年３月 活動主体・運営主体との意見交換
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地域スポーツクラブ活動の運営実績

2.実証内容と成果

①全体に関すること

中学校数 ６校 実施した地域クラブ総数 １ クラブ

ケース別クラブ数
A：部活動を地域移行した形のクラブ数（及び移行された部活動数） １ クラブ（４ 部活）

B：部活動を移行する形態ではない地域クラブ（新たな種目のクラブを新規に創設するケース等） ０クラブ

全体の指導者数 11 人 全体の運営スタッフ数 ２人

②各クラブに関すること

クラブ名
運営
団体
種別

種目
※新規のものは末
尾に（新）を付ける

実施回数
実施時
間帯

参加者
（学年別）

実施期間 活動場所 指導者数 運営スタッフ数
（他クラブと兼務）

会費
大会参加方

法

公益財団法人
伊吹山麓まい
ばらスポーツ文
化振興事業団

公益
財団
法人

男子卓球
女子卓球
男子ホッケー
女子ホッケー

月 ３ 回

祝日を
含めた
休日

卓球
１年11人
２年16人
３年10人
ホッケー
１年17人
２年9人
３年17人

５月
～
２月

卓球
伊吹山中
学校体育
館
ホッケー
米原市伊
吹第1グラ
ウンド等

卓球
7人
ホッケー

4人

２人
年会費
1,000 円

中体連
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主な取組例

2.実証内容と成果

●運営体制図（地域クラブ活動を実施する際の運営体制図）

地域クラブ活動で実施
した種目

男子卓球・女子卓球
男子ホッケー・女子ホッケー

運営団体名
（公益財団法人）伊吹山麓まいばらス
ポーツ文化振興事業団

期間と日数 ・５月25日 ～ ２月28日

指導者の主な属性
競技団体（米原市卓球協会、滋賀県
ホッケー協会）

活動場所

卓球 伊吹山中学校体育館
ホッケー 伊吹山中学校グラウンド

米原市伊吹第1グラウンド、
OSPホッケースタジアム

主な移動手段 徒歩、自転車、保護者による送迎等

１人あたりの参加会費
等（年額）

卓球、ホッケーともに保険代のみ

１人あたりの保険料
スポーツ安全保険
生徒１人あたり ： 800 円/年
指導者１人あたり：1,850 円/年

●（公益財団法人）

伊吹山麓まいばらスポーツ文化振興事業団 活動概要

●運営責任者

役割：学校や指導者との連絡、調整・地域指導者の確保・指導料の支払い

練習会場の確保・事業費の管理・保険加入の手続き・学校との連携

●主任指導者

役割：指導者の確保・指導者との連絡調整・技術指導

●地域指導者

役割：技術指導

●指導者や運営スタッフなどの役割分担等
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取組内容

2.実証内容と成果

〇米原市部活動地域移行検討委員会の設置

米原市部活動地域移行検討委員会を設置し、４回に渡って

協議を進めた。委員には、実証事業の運営主体および地域指

導者、実証事業参加校の中学校校長に委員として参加いただ

き、地域クラブ活動の成果や課題の把握を進めた。

〇部活動地域コーディネーターの配置

部活動地域コーディネーターを配置し、市内全域の学校や地

域団体、地域指導者等の下を訪れ、積極的にヒアリングを行った。

それぞれの部活動地域移行に向けた現状の実態把握を進めた。

●取組項目名 ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

取組事項 取組の成果

取組の課題と対応方針

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

〇学校と地域団体、地域指導者との持続可能な連携体制の構築に向けて

実証事業や地域連携を進める部活動では、子どもたちへの指導方針や活動の連絡・調整等において

学校と地域団体、地域指導者との連携に大きな課題があることを把握した。活動の中での役割分担が

明確になっていないため、各部活動ごとに顧問と地域指導者が役割の調整を進めている。連携がうまくと

れていない部活動では、学校と地域指導者がぞれぞれに不安を抱えた状態で活動を進めなければなら

ない事態が起こっており、特に教職員の負担が大きい。スムーズな連携体制が構築できるよう、令和７

年度には、学校と地域団体、地域指導者の連携に向けたマニュアルの作成や地域指導者の役割の周

知を進めていきたい。

〇運営団体・実施主体の体
制整備の取組について
休日の地域クラブ活動の実施
に向けて、地域団体と学校の
運営体制が持続可能な体制と
なるよう、様々な方策の検討を
進める。

・米原市部活動地域移行
検討委員会の設置
・部活動地域コーディネーターの
配置

〇中学校教職員の意見

・休日に試合や強化練習等が入ることが多く、生

徒への連絡調整が、難しくなるように思う。結局、

教員が事務的なことを全て担うことになることや、

外部指導者との連携で負担を強いられることもあ

るように思う。誰が指導のイニシアチブをとるのか、

生徒が板挟みになる可能性も考えられる。

・地域指導者と顧問との連携や生徒との関係づ

くりが上手くいっていると思えない。財源や地域指

導者の都合のつく日も限られており、中途半端な

活動しかできていないため、むしろ、教職員への負

担が増えているように感じる。特に、顧問が専門的

な指導ができない場合、指導面は地域指導者に

任せるしかない。顧問がいくら工夫しても学校での

活動では使用する機材などに制限があり、生徒に、

思うような活動をさせられなく、申し訳なく思う。

出典：米原市部活動地域移行アンケート

地域団体・地域指導者との連携について



7

取組内容

2.実証内容と成果

〇運営団体・地域指導者の確保の

取組について

休日の地域クラブ活動や地域連携

に向けて、運営団体や地域指導者

の確保のために様々な方策の検討を

進める。

・米原市部活動地域移行検討委員
会での検討
・地域団体や地域指導者へのヒアリ
ングの実施

●取組項目名 イ：指導者の質の保障・量の確保①

取組事項 取組の成果

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

地域指導者の指導について

取組の課題と対応方針

〇米原市部活動地域移行検討委員会での検討

委員には、地域移行の受け皿となりうる、スポーツ少年団、

総合型スポーツクラブ、地域文化芸術団体等に委員として

参加いただき、地域団体や地域指導者の確保に向けて、

現状の把握や方策の検討や協議を行った。

〇地域団体や地域指導者へのヒアリングの実施

部活動地域コーディネーターは、地域団体や地域指導者

を訪れ、実態や課題の把握を努めた。

地域指導者からの指導について

（中学校保護者の回答）

〇中学校生徒からの回答

・もっと（競技の）技術を上げたいので地域指導

者に教えてもらいたい。

・指導が厳しくなりすぎないようにして欲しい。一人

ひとりに合わせて指導できるのならいいと思います！

〇中学校保護者からの回答

・指導者が適切な人物かどうかが不安。特に教育

関係ではない人物の場合、信頼して任せて良いの

かが分からない。

・地域指導者に、専門的な技術指導を教えていた

だきたいが、指導者からのハラスメント等が心配です。

出典：米原市部活動地域移行アンケート

〇運営団体・地域指導者の確保の取組について

部活動の「地域移行」「地域連携」に向けては、地域指導者からの指導に大きな期待が寄せられてい

る一方で、指導方法や子どもたち同士のトラブルへの対応などに不安を感じている生徒、保護者が多く

見られる。今後取組を推進していくには、部活動の教育的意義やスポーツ文化・芸術活動の役割を理

解し、本市の地域クラブ活動の方針を十分に共有することができる地域団体や地域指導者の参画が必

須である。そのため地域団体や地域指導者の一定の質を担保しながら、地域団体、地域指導者を確

保する方策の検討が引き続き必要がある。令和７年度には、地域団体、地域指導者の登録、認証制

度の構築や地域指導者の資質の向上を目指した研修会の開催等を進めていきたい。
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 エ：面的・広域的な取組

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

〇地域スポーツクラブ活動へ

の広域的な参加体制の構

築に向けて

子どもたちが自分のニーズに

合わせた活動に取り組めるよう

な方策について検討を進める。

取組事項

〇市内の広域的な参加体制の構築に向けて

各中学校間で設置されている部活動数から、子どもたちの活動環境に差

があることが課題として把握できた。また、学校間を超えて、活動を進めるに

は、参加のルール設定をするなどまだまだ学校や地域団体等での調整が必

要である。新しい活動体制の構築に向けて、環境整備を進めていきたい。

取組の成果

子どもたちの活動のニーズについて

〇学校、運営主体との検討

実証事業については、他中学校区の生

徒の受け入れを今年度は、断念した。今

後の受け入れに向けて、子どもたちの活動

のニーズの把握や学校や地域団体と調整

を進めた。

「令和６年度各中学校部活動の部員数と設置数」

〇中学校生徒からの回答

・もう少し部活動の種類を増やしてほしいです。

〇小学校児童からの回答

・（進学する中学校には）部活動の数が少なすぎるので、他の学校のように

部活動の種類を増やして欲しい。

出典：米原市部活動地域移行アンケート

取組の課題と対応方針
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 ク：その他の取組

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

取組事項

取組の成果

部活動顧問と地域指導者が連携して活動を進めた。地

元のイベントや小学校でダンスのパフォーマンスを披露し、

地域の活性化や小中連携の一翼を担った。

〇「地域連携」に向けての取組

昨年度、柏原中学校区の教育フォーラムに著名なダン

サーを招いた。そのことをきっかけに子どもたちのダンスへの

ニーズが高まり、今年度柏原中学校にダンス部を創設した。

地域指導者を部活動指導員として配置し、「地域連携」

による活動を進めた。

【地域指導者との練習の様子】 【文化祭でのパフォーマンス】

【小学校でのパフォーマンス】 【地元のイベントでのパフォーマンス】

取組の課題

今年度は、市内５中学校に14人の部活動指導員を配

置した。 「地域連携」による活動については、学校と部活

動指導員との連絡や調整等が課題である。汎用性のある

システムを構築し、どの学校でもスムーズな連携体制が構

築できるよう整備を進めたい。
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2.実証内容と成果

【男子・女子ホッケー部への参加啓発チラシ】

参考資料

公益財団法人伊吹山麓まいばらスポーツ文化振興事業団 作成資料

地域スポーツクラブ活動体制整備事業 保護者説明会資料

【男子・女子卓球部への参加啓発チラシ】
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地域スポーツクラブ活動の様子

2.実証内容と成果

【卓球】 【ホッケー】

【女子ホッケー】

写真
※何の様子かわかるように

キャプションを挿入すること

写真
※何の様子かわかるように

キャプションを挿入すること
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地域スポーツクラブ活動の実施に至るまでの合意形成プロセス

2.実証内容と成果

令和２年度

令和3年2月に滋賀県から、地域部活動
のモデル事業としての打診があり、米原市か
ら（公財）伊吹山麓まいばらスポーツ文化
振興事業団に委託する形で、モデル事業
を実施することになった。

令和２年度

拠点校の選定、
受皿団体およ
び学校現場と
の調整

実証事業の継続、
コーディネーター
の配置、検討委
員会の設置

令和５年度 令和７年度 令和８年度～13年度

モデル事業の実
施、受け皿団体
との調整

実施事業の実
施、受け皿団
体との調整

学校、地域団体
との調整、地域へ
の周知活動、地
域指導者の確保

段階的に「地域
展開」・「地域連
携」の取組

令和３～４年度 令和６年度

令和３～４年度

〇課題

・指導者と部活動顧問との指導方針の共

有や指導者の確保

〇実施内容

・卓球部、ホッケー部の休日等の部活動を

「地域スポーツ活動」として実施

令和５年度

〇課題

・責任の所在の明確化など

〇実施内容

・モデル事業を実証事業として継続し、責

任の所在の明確化や体制の構築などの課

題解決に取り組んだ。

令和７年度

〇実施内容
・実証事業の継続
・部活動地域連携マネージャーの配置
・地域指導者研修会の開催
・地域への周知活動の実施
・部活動指導員の配置拡大

令和８年度～13年度「改革実行期間」

〇前期（令和８年度～10年度）

段階的に休日の「地域展開」・「地域連携」の取組。

〇中間評価（令和10年度～11年度）

中間評価・計画などの再検討

〇後期（令和11年度～13年度）

さらなる「地域展開」・「地域連携」の取組を推進。

令和６年度

〇課題

・学校や地域団体、地域指導者との連携

〇実施内容

・実証事業の継続

・部活動地域移行コーディネーターの配置

・部活動地域移行検討委員会の設置
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R７年度の取組(予定)

3.今後の方向性
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地域連携・地域移行の推進に向けたロードマップ

3.今後の方向性


